
　
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
膨

大
な
蔵
書
の
一
部
は
、国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
閲
覧
可
能
で
す
の

で
、非
常
に
便
利
で
す
。
他
に
国
会
図

書
館
の
館
内
で
の
閲
覧
に
制
限
さ
れ
て

い
る
も
の
、福
岡
県
立
図
書
館
な
ど
提

携
す
る
図
書
館
内
で
の
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
閲
覧
に
制
限
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、従
来
福
岡
県
立
図
書
館

な
ど
で
の
閲
覧
に
制
限
さ
れ
て
い
た
も

の
が
、国
会
図
書
館
の
利
用
者
登
録
を

す
る
こ
と
で
、自
宅
パ
ソ
コ
ン
で
の
閲

覧
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
国

立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料

の
う
ち
、
絶
版
な
ど
の
理
由
で
入
手

が
困
難
な
も
の
を
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
ご
自
身
の
端
末（
パ
ソ
コ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
）な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。」と
説
明
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
が「
個
人
向
け
デ
ジ
タ
ル
化

資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
」で
、利
用
で
き

る
の
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
３
１
１
万

点
の
う
ち
、約
１
５
２
万
点
と
い
う
膨

大
な
数
で
す
。

　
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
接
続
し
、ロ
グ
イ
ン
な
し
で
閲
覧

可
能
、
送
信
サ
ー
ビ
ス
で
閲
覧
可
能

の
双
方
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
、「
糟

屋
郡
須
恵
村
」を
検
索
し
て
み
ま
し
た
。

６
９
１
件
が
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
今
回
、

そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

【
　
】は
石
瀧
の
補
足
で
す
。
原
文
の
カ

タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
ま
し
た
。

● 

河
野
通
雄『
日
本
地
誌
略
摘
解
』明

治
12
年（
１
８
７
９
年
）に
糟
屋
郡

須
恵
村
の
陶
器（
つ
ま
り
磁
器・須
恵

焼
）を
、博
多
織
な
ど
と
並
べ
て
福

岡
県
の
物
産
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
早

良
郡
麁そ

原は
ら

村
の
陶
器
は
高
取
焼
で

す
。
箱
崎
の
陶
器
は
何
を
指
し
て
い

る
の
か
、私
の
知
識
の
範
囲
で
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。

◆ 

西
海
道【
九
州
の
こ
と
】／
筑
前
国

（
福
岡
県
の
管
。
庁
は
早
良
郡
福
岡

に
あ
り
）

　 

物
産
　
石
炭（
各
地
）　
塩（
唐
泊

辺
）　
茶（
那
珂
及
福
岡
辺
）　
葛く

ず

粉こ

（
嘉
麻
、
穂
波
、
夜
須
）　
煉ね

り

酒ざ
け（
博

多
。
濃
厚
な
る
白し

ろ

酒ざ
け

に
し
て
練ね

り

帛ぎ
ぬ

の

如
し
。
□
ヲ
名
づ
く
。
飲
む
と
き
は

並
酒
を
和
し
う
す
く
し
て
の
む
な
り

陶
器（
箱
崎
、早
良
郡
麁
原
村
、糟
屋

郡
須
恵
村
）　
木
綿（
博
多
辺
）　
博

多
織（
博
多
よ
り
産
す
。
故
ニ
名
付
。

厚
板
の
唐
織
類
也
。
□
□
硬
く
し
て

緻
密
也
。多
く
は
男
女
の
帯
に
用
う
）

● 『
海
軍
省
報
告（
年
報
） 

明
治
二
十
五

年
海
軍
統
計
表
』　
年
報
の
う
ち
、

明
治
25
年（
１
８
９
２
年
）分
だ
け
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。

　「
第
八
　
海
軍
軍
人
軍
属
官
廨
別
」

は
軍
人
が
将
官
及
総
監
・
上
長
官
・
士

官
・
候
補
生
・
准
士
官
・
下
士
、俸
給
年

額
、卒
に
区
分
さ
れ
、軍
属
が
勅
任・奏

任
・
判
任
・
俸
給
年
額
、事
務
傭や

と
い・
技
術

傭・教
員
傭（
人
員・月
俸
）に
区
分
さ
れ

て
い
ま
す
。
佐
世
保
鎮
守
府
の
新
原

採
炭
所
に
つ
い
て
空
欄
を
除
い
て
引
用

し
ま
す
。（
軍
人
）士
官
一
、
俸
給
年
額

八
七
六
円
、（
軍
属
）判
任
三
、俸
給
年

額
一
、二
〇
〇
円
、事
務
傭
な
ど
人
員

一
三
、月
俸
九
八
円
。
全
員
で
一
七
人

で
す
か
ら
ま
だ
小
規
模
な
事
務
所
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　「
第
五
十
四
　
海
軍
所
属
炭
山
　
明

治
二
十
五
年
度
分
」は
海
軍
炭
鉱
三
か

所
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、新
原
採
炭
所

（
新
原
炭
鉱
）以
外
は
規
模
も
小
さ
く
、

採
掘
高
の
実
績
が
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
須
恵
村
外
三
ヶ
村
は
宇
美
村
・

志
免
村
・
仲
原
村（
現
粕
屋
町
の
一
部
）

で
す
。

　「
第
五
十
五
　
海
軍
省
所
属
建
物
」

は「
類
別
／
木
造（
二
階
坪
数
、平
家
坪

数
）／
土
蔵
造（
二
階
坪
数
、平
家
坪
数
）

／
煉
化【
煉れ

ん

瓦が

の
こ
と
】造
・
石
造（
二

階
坪
数
、平
家
坪
数
）／
鉄
造（
二
階
坪

数
、平
家
坪
数
）／
建
築
費
」の
項
目
が

あ
り
ま
す
が
、新
原
採
炭
所
は
木
造
と

建
築
費
以
外
は
空
欄
な
の
で
、空
欄
を

除
い
て
引
用
し
て
い
ま
す
。
建
築
費

「
一
、〇
〇
〇
円
八
〇
八
」は
一
、〇
〇
〇

円
八
〇
銭
八
厘
の
意
味
で
す
。

町文化財専門委員
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国会図書館所蔵資料の閲覧
（1）

地　名 箇所数 鉱区坪数 一年度間採掘高

筑前国糟屋郡
須恵村外三ヶ村 三鉱区 一、七九一、七四九 三三、九一二、

五七一斤

同国鞍手郡
勝野村外二ヶ村 一鉱区 五〇〇、五〇七 ――

同国嘉麻郡
稲築村外一ヶ村 一鉱区 三九六、四八九 ――

類　別
木　造� 建築費

二階坪数 平家坪数

新原採炭所

役　所 　五七坪　三二〇 一、〇〇〇円八〇八

倉　庫 一八坪〇〇〇 　一八　　〇〇〇 　　三九八　五二〇

工　場 一一三　　二五〇 二、七四四　一〇九

諸建物 　七四　　五〇〇 　　五九二　九二三

計 一八坪〇〇〇 二六三　　〇七〇 四、七三六　三六〇

◆ 第五十四　海軍所属炭山　明治二十五年度分

第五十五　海軍省所属建物
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● 

赤
塚
宗
輯
閲
・
石
黒
况
斎
編『
好
求

録
　
茶
器
鑑
定
秘
伝
抄
』明
治
16
年

（
１
８
８
３
年
）

　
須
恵
焼
の
ほ
か
、
筑
前
で
は
鞍
手

郡
・
早
良
郡
の
高
取
焼
、那
珂
郡
の
瓦

町
焼
、
野
間
焼
も
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
舜
山
は
沢
田
舜
山
の
こ
と
。

◆ 

須
恵
焼
　
筑
前
国
表
糟
屋
郡
須
恵

村
宝
暦
年
間
黒
田
家
寺
社
奉
行
ノ
下
吏

新
藤
安
平
と
云
者
、
南
京
焼
の
器
物

を
製
せ
ん
事
を
藩
に
請
て
許
可
を
得
、

白
瓷
の
茶
碗
、花
瓶
、酒
壜
、盆
、鉢
、

其
外
種
々
の
皿
器
を
焼
出
す
。
此
地

は
大
山
に
近
く
薪
木
多
く
、
且
澗
流

に
依
て
水
碓（
原
文「
水
確
」の
間
違
い

を
正
し
た
。
水
碓
は
水
車
を
動
力
と

す
る
臼
）を
数
多
構
へ
、陶
器
を
舂つ

か

し

め
、人
功
を
助
く
れ
ば
、陶
工
の
便
宜
、

自
ら
地
利
に
叶
へ
あ
り
。
今
陶
戸
繁

（
原
文「
蕃
」の
間
違
い
を
正
す
）昌
し
、

逐
年
精
工
を
究
め
、
最
も
民
用
に
便

益
あ
り
。
近
年
舜
山（
京
師
の
産
）と

云
者
良
工
な
り
。
是
を
製
す
る
に
土

を
用
ゐ
ず
、
石
を
碓
に
て
粉
末
と
し

用
う
。
石
は
五
島
、
天
草
よ
り
出
る

も
の
を
上
と
す
。
粕
屋
郡
若
杉
山
植

木
村
、障
子
岳
村
の
山
岳
よ
り
も
出
づ
。

● 

農
務
局
、
工
務
局
編『
府
県
陶
器

沿
革
陶
工
伝
統
誌
』明
治
19
年

（
１
８
８
６
年
）

　
緒
言
に
よ
る
と「
本
年
上
野
公
園

内
に
開
設
せ
ら
る
ゝ
繭
糸
織
物
陶
漆

器
共
進
会
の
出
品
中
、
陶
器
の
如
き

は
全
国
の
製
陶
場
を
網
羅
す
る
も
の

に
し
て
、剰あ

ま

す
も
仍な

ほ
幾
所
に
過
ず
。

而し
か

し
て
其
沿
革
・
伝
統
の
如
き
、各
之

を
解
説
に
登
記
す
」と
、
共
進
会（
展

覧
会
の
よ
う
な
も
の
）出
品
物
を
中
心

に
陶
器
の
沿
革
な
ど
を
記
し
た
も
の

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

◆  

福
岡
県

此
他
、筑
前
国
御
笠
郡
石
崎
村
、糟
屋

郡
須
恵
村
、筑
後
国
下
妻
郡
水
田
村
、

上
妻
郡
蔵
敷
村
、
豊
前
国
田
川
郡
高

野
村
等
に
各
一
窯
あ
り
と
雖
も
、
本

会
に
出
品
な
き
を
以
て
、其
種
類
・
創

起・沿
革
を
詳

つ
ま
び
ら
かに
す
る
こ
と
能
は
ず
。

● 『
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
褒
賞
授

与
人
名
録
』明
治
23
年（
１
８
９
０

年
）　『
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会

受
賞
者
人
名
録
』（
明
治
23
年
）に
も

同
内
容
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

◆ 

第
六
部
　
礦
業
及
冶
金
術
　
三
等

有
功
賞
に
継
ぐ「
褒
状
」の
中
に
、

石
炭（
須
恵
村
大
字
旅
石
）　
同
県

同
市
博
多
中
対
馬
小
路
　
八
尋
佐

平・同
県
糟
屋
郡
須
恵
村
　
印
藤
勘

右
衛
門

● 

河
野
通
章『
日
本
商
業
地
理
　
増
訂

２
版
』明
治
24
年（
１
８
９
１
年
）

　
石
炭
坑
は
油
戸
、唐
津
、新
原
等
に

し
て
油
戸
炭
坑
は
佐
渡
金
銀
山
に
附

属
す
る
も
の
に
し
て
、
百
三
十
七
万

二
千
余
貫
を
出
鉱
し
、
専
ら
二
見
港

よ
り
相
川
町
に
輸
送
し
、
本
鉱
に
於

け
る
金
銀
の
淘
汰・製
煉
等
に
使
用
す

る
も
の
な
り
。
唐
津
炭
坑
は
肥
前
松

浦
郡
唐
津
に
在
る
海
軍
石
炭
用
所
に

し
て
、
二
千
三
百
九
十
七
万
五
千
余

貫
を
出
鉱
す
。
新
原
炭
坑
は
唐
津
炭

坑
と
同
じ
く
海
軍
の
採
炭
所
に
し
て

筑
前
糟
屋
郡
須
恵
村
新
原
に
在
り
。

陶
磁
器
を
製
造
す
る
最
も
著
名
な
る

地
は
佐
賀
、
岐
阜
、
愛
知
、
石
川
、
京

都
の
一
府
四
県
に
し
て（
略
）福
岡
県

は
早
良
郡
麁
原
、
糟
屋
郡
須
恵（
略
）

を
製
造
地
と
す
。

● 

官
報・号
外・明
治
24
年（
１
８
９
１

年
）１
月
19
日
　
海
軍
の
未
採
掘
の

炭
田
を
民
間
に
解
放
し
た
と
い
う

も
の
で
す
。

◆ 
告
示
　
農
商
務
省
告
示
第
一
号

福
岡
県
筑
前
国
粕
屋
郡
須
恵
村
大
字
旅

石
海
軍
予
備
炭
田
の
内
、左
の
実
測
図

中
、甲
乙
丙
合
計
三
万
七
千
三
百
九
十

八
坪
四
合
五
勺
、自い

ま
よ
り今
試
掘・借
区
共
出

願
差
許
す
。

　
明
治
二
十
四
年
一
月
十
九
日

�

農
商
務
大
臣
　
陸
奥
宗
光

官報（号外）
図面は上が志免、下が旅石。

（図面）
福岡県筑前国糟屋郡（須恵村大字旅石小字橋本・仏浦／志免村大字志免小
字仲尾・仏浦）
実測図（尺度本形三千分の一／但二間三厘）
解放地　合計三万七千三百九十八坪四合五勺

（甲　二万九千八百四十九坪三合／乙　六千四百七十八坪一合五勺／
丙　一千零七十一坪）
実測図の右下隅部分（旅石の橋本・仏浦）　山林・田・秣地などと書かれてい
ます。ケバ図という表現のしかたで地形の起伏をあらわしています。

地　名 所用名 坪　数 見積地価

糟屋郡須恵村 新原採炭所 九、五五一坪四四五 五二六円〇二五

福岡市博多大浜町 石炭庫地 六八三　〇〇〇 六八　三九七

那珂郡千代村 同 一、二五四　〇〇〇 一二〇　〇〇五

第五十六　海軍省所管用地坪数及地価
　「所轄　佐世保鎮守府／庁府県　福岡県」に新原採炭所を含む三か所を挙げています。
石炭庫地は採掘した石炭を船に積み込むための貯炭場です。千代村の貯炭場は後に九州
帝国大学医科大学（現・九州大学医学部）の敷地に含まれることになります。
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